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～今月の表紙～

今年の義経まつりでの義経公
行列の様子です。雨が降って
いるにもかかわらずたくさん
の方にご来場いただきました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　小坂宿は、羽州街道有数の難所である小坂峠の登り口に位置する宿場で江戸時代初期（1600 年頃）に整備されたと
考えられます。桑折宿追分を基点に小坂、七ヶ宿を通り山形方面へ続く羽州街道は、出羽諸大名が参勤交代で多く利用し、
小坂宿には大名が休息する本陣、旅人の旅籠、問屋、口留番所等が並び繁栄しましたが、明治以降、その役割を終えます。
　現在も古い街並みや町割りにより当時の街道の雰囲気が残されており、今年度は福島大学の学生によって小坂宿をま
るごと博物館として発信していく「エコミュージアム」に取り組んでいます。
※「エコミュージアム」とは、ある地域全体を博物館と見立て、地域を学習し、交流していく活動。

昭和初期頃の小坂宿の風景（所在地：大字小坂字小坂地内）

『国見のたからもの』№ 29

～くにみのおすそわけ～

「ふくしま国見物産展」
初開催

　

ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展
「
く
に
み
の
お

す
そ
わ
け
」
が
9
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で

の
8
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
東
銀
座
の

歌
舞
伎
座
地
下
2
階
「
木
挽
町
広
場
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
見
町
単
独
で
の
物
産

展
は
初
め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
連
日
多

く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

物
産
展
に
は
、モ
モ「
さ
く
ら
」や「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
や
「
ピ
オ
ー
ネ
」
な

ど
の
ぶ
ど
う
を
は
じ
め
と
す
る
旬
の
果
物

や
、
モ
モ
大
福
や
ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
6
次
化
商
品
、
商
店
街
の
商
品
な
ど

た
く
さ
ん
の
国
見
町
自
慢
の
商
品
を
取
り

そ
ろ
え
、
試
食
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
モ
モ
と
ぶ
ど
う
が
人
気
で
「
国
見
の

果
物
は
甘
く
て
お
い
し
い
。
も
っ
と
食
べ

て
み
た
い
」と
消
費
者
か
ら
好
評
で
し
た
。

物
産
展
に
は
太
田
久
雄
町
長
を
は
じ
め
、

果
樹
生
産
者
や
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ク
ル
ー
、
商
工
会
な
ど
が
参
加
し
、
国

見
町
の
魅
力
や
農
産
物
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
見
町
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
も
物
産
展
の
応
援
に
駆
け
付
け
て
く

れ
ま
し
た
。　

　

物
産
展
が
開
催
さ
れ
た「
木
挽
町
広
場
」

は
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
歌
舞
伎
座

内
に
あ
る
た
め
、
東
京
都
内
の
人
だ
け
で

な
く
、
全
国
各
地
か
ら
の
観
光
客
も
多
く

訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
も

多
く
「
福
島
県
国
見
町
」
を
知
ら
な
か
っ

た
人
に
、
国
見
町
の
こ
と
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
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義
経
ま
つ
り

華
や
か
な
時
代
絵
巻

ま
ち
な
か
に
笑
顔
が
溢
れ
た
1
日

　

第
21
回
義
経
ま
つ
り
が
9
月
22

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
と
藤
田

商
店
街
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
約

3
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

開
祭
式
後
、
国
見
小
学
校
6
年
生

の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
で
華
や
か
に
開

幕
し
た
義
経
ま
つ
り
は
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
で
は
、
く
に

み
幼
稚
園
児
の
お
遊
戯
や
県
北
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
の
ま
わ
り
に
は
福
島
北
警
察
署
や

伊
達
地
方
消
防
組
合
に
よ
る
車
両
の

展
示
な
ど
各
団
体
の
ブ
ー
ス
が
多
数

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
商
店
街
特
設
会
場
に
は
藤
田

宿
グ
ル
メ
街
道
と
題
し
て
40
店
舗
を

超
え
る
飲
食
店
が
並
び
、
国
見
バ
ー

ガ
ー
な
ど
ご
当
地
グ
ル
メ
が
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

義
経
を
め
ぐ
る
熱
き
戦
い

　

義
経
公
行
列
で
の
静
御
前
役
を
決

定
す
る
「
義
経
公
争
奪
！
静
か
な
る

戦
い
。」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
静
御

前
役
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
を

は
じ
め
、
北
海
道
や
東
京
な
ど
全
国

各
地
か
ら
10
人
の
女
性
が
集
ま
り
、

静
御
前
の
座
を
か
け
た
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
静

御
前
は
、
敗
者
復
活
戦
の
国
見
バ
ー

ガ
ー
早
食
い
か
ら
決
勝
戦
へ
勝
ち
進

ん
だ
古
溝
遥
さ
ん
（
国
見
町
）
に
決

定
し
ま
し
た
。「
静
か
な
る
戦
い
。」

が
行
わ
れ
た
藤
田
商
店
街
特
設
ス

テ
ー
ジ
に
は
、
出
場
し
た
10
人
を
応

援
し
よ
う
と
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
、温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

秋
雨
の
中
で
の
勇
壮
な
武
者
行
列

　

義
経
ま
つ
り
最
大
の
見
ど
こ
ろ

「
義
経
公
行
列
」
で
は
、
義
経
役
に

俳
優
の
佐
野
岳
さ
ん
、
弁
慶
役
に
伊

達
市
の
海え

び
は
ら
ゆ
ず
る

老
原
嗣
さ
ん
、
佐
藤
継
信

役
、
忠
信
役
に
小
中
学
校
の
校
長
先

生
が
扮
し
、
協
力
企
業
や
中
学
生
扮

す
る
兵
士
や
女
武
者
と
約
１
０
０
人

に
よ
る
武
者
行
列
が
鹿
島
神
社
を
ス

タ
ー
ト
し
、
観
月
台
ま
で
の
道
の
り

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
義
経
や
静
御

前
は
沿
道
か
ら
の
声
援
に
笑
顔
で
手

を
振
り
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

閉
祭
式
で
は
ふ
く
し
ま
復
興
大
使

の
斎
藤
祥
さ
ん
（
県
北
中
2
年
）
が

ま
ち
づ
く
り
宣
言
を
述
べ
、
参
加
者

の
力
強
い
勝
ど
き
で
祭
り
が
閉
幕
し

ま
し
た
。
今
年
の
義
経
ま
つ
り
は
雨

の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義経公争奪！静かなる戦い。
静御前の座をかけて、10人の女性が絵心クイ
ズ、国見バーガー早食い、たたいてかぶって
じゃんけんぽんで対決

まさか私が静御前に選ばれると思わな
かったので驚きました。緊張しました
が、みなさんからの声援のおかげで緊
張がほぐれ、良い思い出になりました。
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平
成
28
年
度
国
見
町
総
合
防
災
訓
練

3
年
ぶ
り
の
総
合
防
災
訓
練

　　

平
成
28
年
度
国
見
町
総
合
防

災
訓
練
が
9
月
11
日
、
町
内
一

時
避
難
所
や
上
野
台
運
動
公
園

で
行
わ
れ
、
第
1
部
に
約
3
千

人
、
第
2
部
に
約
1
千
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
合
防

災
訓
練
は
「
午
前
7
時
30
分
、

震
度
7
の
地
震
が
発
生
。
町
内

全
域
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
、

一
部
で
は
火
災
が
発
生
。
ケ
ガ

人
も
多
く
、
地
震
発
生
と
同
時

に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
ス
ト
ッ

プ
し
、
電
話
も
ほ
と
ん
ど
つ
な

が
ら
な
い
状
況
」
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
町
民
を

対
象
と
し
た
総
合
防
災
訓
練
は

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
第

1
部
で
は
自
宅
か
ら
一
時
避
難

災
害
に
備
え
る

所
ま
で
の
避
難
経
路
の
確
認
、

第
2
部
で
は
上
野
台
運
動
公
園

で
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
応
急
手
当
講
習
や

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
約
20
項
目
の

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
災
害
発
生

時
の
行
動
に
つ
い
て
、
参
加
者

で
確
認
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
や
団
体
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
確
認

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
に

は
、
町
消
防
団
や
日
本
赤
十
字

社
福
島
県
支
部
な
ど
20
団
体
以

上
の
関
係
機
関
や
団
体
が
参
加

し
ま
し
た
。
町
職
員
と
消
防
団

に
よ
る
被
害
状
況
の
情
報
収
集

や
陸
上
自
衛
隊
第
44
普
通
科
連

①②消防防災ヘリ救助訓練　③太田町長が協定を締結しているニセコ町・池田町と通
信訓練　④初期消火訓練　⑤被害状況の情報をまとめる町消防団　⑥⑦自衛隊と日赤
奉仕団などによる炊き出し訓練　⑧⑨伊達地方消防組合と日本赤十字社による応急手
当講習

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災
訓
練
で
は
避

難
経
路
の
確
認
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

①

②③

隊
と
国
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
に

よ
る
炊
き
出
し
訓
練
、
ヤ
マ
ト

運
輸
株
式
会
社
に
よ
る
救
援
物

資
輸
送
訓
練
な
ど
連
携
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
通
信
訓
練
で
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
の
衛
星
電
話
を
使
用

し
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
北
海
道
ニ
セ
コ

町
の
片
山
健
也
町
長
と
岐
阜
県

池
田
町
の
岡
﨑
和
夫
町
長
へ
太

田
久
雄
町
長
が
被
害
状
況
を
報

告
し
、応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
る

　

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
多
数
の
関
係
機
関
や
団
体

の
協
力
に
よ
り
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
非
常
時
に
連
携
し
て

対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

災
害
時
に
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
備
え

が
重
要
で
す
。
一
人
一
人
が
災

害
に
対
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
が
「
自
助
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
族
や

近
所
、
町
内
会
な
ど
身
近
な
人

と
の
普
段
か
ら
の「
つ
な
が
り
」

や「
助
け
合
い
」と
い
っ
た「
連

携
」
が
災
害
時
の
「
共
助
」
へ

つ
な
が
り
、
被
害
拡
大
を
防
ぎ

ま
す
。

参加者の声
　災害はいつ来てもおかしくありませ
ん。総合防災訓練はとても有益な訓練
だったと思います。繰り返し訓練する
ことが大事です。今回は大規模な訓練
でしたが「自助」「共助」の足元の備
えを意識した訓練を行い、意識を高め
ることも重要だと感じました。
　　　　錦町町内会長　花井　忠さん

　今回の訓練に参加し、町の迅速な対
応と町民のみなさんの協力する姿が印
象的でした。災害はいつ起こるか分か
らないため早めの準備が大切だと思い
ました。
　　　県北中 3 年　佐藤　悠貴也さん　

　今回訓練に参加し、高齢者の方が多
いと感じました。その中で若い世代は
避難誘導や被害拡大の防止など何かで
きることがあると思います。災害時に
迅速な対応ができるよう防災への意識
を高めたいです。
　　　　県北中 3 年　八巻　大夢さん

　朝 8 時に役場からの放送が聞こえ、
みんなが小学校の校門の前に集まりま
した。
　私は放送をよく聞いて、すばやく行
動し、校門の前に移動することができ
ました。みんながそろうまでに時間が
かかったので、普段からきびきび行動
することを大切にし、生活したいです。
　　　　国見小 6 年　阿部　望乃さん

　訓練だから落ち着いて行動できたけ
ど、本当に災害が起こったらパニック
になって今日みたいには動けないと思
いました。本当に災害が起こった時に
は落ち着いて行動し、すみやかに避難
したいです。
　　　　国見小 6 年　遠藤　優輝さん

④

⑤

⑥

⑧

⑦

⑨
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《
一
般
会
計
決
算
》

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
１
２
６
億
81
万
円

（
前
年
度
比
13
・
0
％
増
）、
歳

出
１
１
８
億
８
６
２
１
万
円

（
前
年
度
比
12
・
6
％
増
）、
歳

入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）

7
億
１
４
６
０
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
決
算
規
模
は
前

年
度
に
引
き
続
き
過
去
最
大
規

模
を
更
新
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

原
発
事
故
に
よ
る
除
染
事
業
費

が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因

で
す
。

　

な
お
、
歳
出
決
算
額
を
「
通

常
事
業
」
と
「
復
旧
復
興
事

業
」の
2
種
類
に
大
別
す
る
と
、

通
常
事
業
45
億
７
４
７
万
円

（
37
・
9
％
）、
復
旧
復
興
事

業
73
億
７
８
７
４
万
円
（
62
・

1
％
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
へ
の
繰
越
事

業
（
道
の
駅
整
備
事
業
、
除
染

対
策
事
業
等
）
の
う
ち
、
自
主

財
源
額
は
1
億
６
２
２
９
万

円
で
、
こ
れ
を
歳
入
歳
出
差

引
額
（
形
式
収
支
）
か
ら
差

し
引
い
た
実
質
収
支
決
算
額

は
5
億
５
２
３
１
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
前
年
度
実
質
収
支
額

4
億
７
６
９
３
万
円
を
差
し

引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

７
５
３
８
万
円
と
な
り
、
こ
こ

か
ら
黒
字
要
素
（
財
政
調
整
基

金
積
立
及
び
町
債
繰
上
償
還
）

と
赤
字
要
素
（
財
政
調
整
基
金

取
崩
）
を
加
減
し
た
実
質
単
年

度
収
支
額
も
3
億
２
０
４
２
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
の
上
位
を
占
め
る
事

業
と
し
て
は
、
除
染
対
策
事
業

56
億
６
２
６
３
万
円
、
道
の
駅

整
備
事
業
9
億
３
５
２
０
万
円

に
な
り
ま
す
。

国見町の平成 27 年度決算が 9 月定例議会で認定されました。
町の財政はみなさんの大切な税金をもとに運営されています。
昨年度はどれくらいの収入があり、どのような目的に使われ
たのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

平成 27年度　
決算・財政状況

●
国
・
県
支
出
金
／
事
業
の
財
源

と
し
て
使
い
道
が
特
定
さ
れ
た
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
町
債
／
事
業
を
行
う
た
め
国
及

び
金
融
機
関
か
ら
借
り
る
お
金

【
用
語
解
説
（
歳
出
関
係
）】

●
義
務
的
経
費
／
支
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

●
投
資
的
経
費
／
道
路
や
学
校
な

ど
将
来
に
残
る
も
の
に
対
す
る
経

費●
扶
助
費
／
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
児
童
・
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支

援
に
要
す
る
経
費

●
公
債
費
／
過
去
に
借
り
た
お
金

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

●
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
・
公

共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の

経
費

●
物
件
費
／
光
熱
水
費
・
各
種
委

託
料
・
除
染
業
務
な
ど
の
経
費

●
繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
へ
支
出
す
る
経
費

●
補
助
費
等
／
事
務
組
合
や
任
意

組
織
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
経

費●
積
立
金
／
財
政
調
整
基
金
・
各

種
特
定
目
的
基
金
へ
積
立
す
る
た

め
の
経
費

完成が待たれる「道の駅整備事業」

国見町復興有限責任事業組合による「除染事業」

【歳出決算額の推移】
（単位：億円）

【
用
語
解
説
（
歳
入
関
係
）】

●
自
主
財
源
／
町
税
や
施
設
使
用

料
な
ど
、
町
が
自
ら
の
収
入
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
お
金

●
町
税
／
町
民
税
（
個
人
、
法
人
）、

固
定
資
産
税
（
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
）、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば

こ
税
と
し
て
納
税
い
た
だ
い
た
お

金●
依
存
財
源
／
地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
他
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

●
地
方
交
付
税
／
町
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

項目 歳出決算額 構成比 増減率

義務的

経費

人件費 11 億 1,972 万円 9.4％ 7.2％
扶助費 3 億 5,322 万円 3.0％ △ 5.9％
公債費 6 億 3,745 万円 5.4％ 21.2％
小計 21 億 1,039 万円 17.8％ 8.5％

投資的

経費

普通建設事業費 16 億 1,018 万円 13.5％ 0.5％
災害復旧事業費 8 億 8,190 万円 7.4％ △ 32.8％
小計 24 億 9,208 万円 20.9％ △ 14.5％

その他

の経費

物件費 56 億 1,349 万円 47.2％ 47.3％
補助費等 8 億 9,291 万円 7.5％ △ 3.2％
繰出金 5 億 1,970 万円 4.4％ 3.0％
積立金 1 億 1,115 万円 1.0％ △ 43.0％
そ
の
他

維持補修費 3,686 万円 0.3％ △ 29.5％
投資及び出資金 9,598 万円 0.8％ △ 49.8％
貸付金 1,365 万円 0.1％ △ 29.2％

小計 72 億 8,374 万円 61.3％ 27.9％
合計 118 億 8,621 万円 100.0％ 12.6％

項目 歳出決算額 構成比 増減率
総務費 8 億 7,796 万円 7.4％ 17.0％
民生費 60 億 3,446 万円 50.8％ 21.1％
衛生費 7 億 2,036 万円 6.1％ △ 0.4％
農林水産業費 5 億 3,302 万円 4.5％ 29.8％
商工費 1 億 1,661 万円 1.0％ △ 14.5％
土木費 10 億 4,132 万円 8.8％ 28.6％
消防費 2 億 2,383 万円 1.9％ 16.1％
教育費 7 億 422 万円 5.9％ 24.5％
公債費 6 億 3,745 万円 5.3％ 21.2％
災害復旧費 8 億 8,190 万円 7.4％ △ 32.8％
そ
の
他

議会費 8,368 万円 0.7％ 2.6％
労働費 3,140 万円 0.2％ △ 51.3％
諸支出金 0 万円 0.0％ 0.0％

合計 118 億 8,621 万円 100.0％ 12.6％

項目 歳入決算額 構成比 増減率

自

主

財

源

町税 9 億 2,344 万円 7.3％ 2.4％

そ

の

他

分担金及び負担金 1,028 万円 0.1％ 3.9％
使用料及び手数料 1 億 534 万円 0.8％ △ 0.6％
財産収入 491 万円 0.0％ 15.1％
寄附金 774 万円 0.1％ 96.6％
繰入金 2 億 1,845 万円 1.7％ 40.8％
繰越金 6 億 1 万円 4.8％ △ 7.9％
諸収入 1 億 2,380 万円 1.0％ △ 59.7％

小計 19 億 9,397 万円 15.8％ △ 6.8％

依

存

財

源

地方交付税 23 億 7,714 万円 18.9％ △ 11.1％
国庫支出金 7 億 2,710 万円 5.8％ 39.2％
県支出金 62 億 5,465 万円 49.7％ 30.5％
町債 9 億 9,803 万円 7.9％ 17.3％

そ

の

他

地方譲与税 5,773 万円 0.5％ 4.9％
利子割交付金 145 万円 0.0％ △ 21.0％
配当割交付金 363 万円 0.0％ △ 28.1％
株式等譲渡所得割交付金 295 万円 0.0％ 11.2％
地方消費税交付金 1 億 6,912 万円 1.3％ 71.1％
自動車取得税交付金 1,053 万円 0.1％ 42.1％
交通安全対策特別交付金 120 万円 0.0％ 9.8％
地方特例交付金 331 万円 0.0％ △ 2.2％

小計 106 億 684 万円 84.2％ 17.6％
合計 126 億 81 万円 100.0％ 13.0％

≪歳入 126 億 81 万円≫

≪歳出 118 億 8,621 万円≫

【性質別】

【目的別】
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「地域資源を活かしたまち」
① 太陽光発電設備導入支援事業 97 万円
② ごみ減量化対策事業 209 万円
③ ふくしま森林再生事業 8,107 万円
④ 林道整備・維持管理事業 177 万円

⑤ 太陽光パネル蓄電池設置事業
（県北中、文化センター） 1 億 1,577 万円

⑥ 町営住宅維持管理事業 1,854 万円
⑦ 合併処理浄化槽設置整備事業 450 万円
⑧ デマンド型乗合タクシー支援事業 920 万円
⑨ 交通安全対策事業 257 万円
⑩ 町道維持管理事業 2,438 万円
⑪ 町道整備事業 4,120 万円
⑫ 道の駅整備事業 9 億 3,520 万円
⑬ 中山間地域等直接支払交付金事業 1,369 万円
⑭ 多面的機能支払交付金事業 1,417 万円
⑮ 耕作放棄地再生支援事業 10 万円
⑯ 新規就農者支援事業 70 万円
⑰ 人・農地プラン推進事業 567 万円
⑱ 果樹産地育成対策事業（桃穿孔細菌病対策） 600 万円
⑲ あんぽ柿加工施設整備支援事業 755 万円
⑳ 有害鳥獣対策事業 633 万円
㉑ プレミアム商品券発行事業 2,196 万円

㉒ 観光力づくり事業（くにみしゅら
ん、森のおもちゃフェス） 374 万円

㉓ 歴史まちづくり推進事業 237 万円
㉔ 町内遺跡発掘調査事業 694 万円
㉕ 旧大木戸小学校改修事業※継続費 2,503 万円

「人が輝くまち」
① ママまつり事業 49 万円
② 町内若者交流支援事業 32 万円
③ 児童福祉事業 1 億 1,729 万円
④ 子ども医療費事業 4,456 万円
⑤ くにみももたん広場運営事業 1,108 万円
⑥ 預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,699 万円
⑦ 子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,065 万円
⑧ 母子保健事業 608 万円
⑨ 健康づくり推進事業 160 万円
⑩ 予防接種事業 1,897 万円
⑪ 健（検）診事業 1,760 万円
⑫ 生きがい対応型デイサービス事業 377 万円
⑬ 高齢者いきいきサロン交流事業 339 万円
⑭ 敬老会事業 1,033 万円
⑮ 障がい者福祉事業 1 億 6,254 万円
⑯ 藤田保育所運営事業 5,367 万円
⑰ くにみ幼稚園運営事業 2,892 万円
⑱ 幼小中一貫教育事業 35 万円
⑲ 学力向上対策事業 330 万円
⑳ 県北中学校外壁等改修事業※継続費 5,092 万円
㉑ 県北中学校部活動支援事業 306 万円

㉒ 学びを通じた被災地の地域コミュ
ニティ再生支援事業 441 万円

㉓ 観月台文化センター図書館事業 378 万円
㉔ 芸術文化振興事業 844 万円
㉕ 観月台文化センターホール改修事業 4,997 万円

「交流と連携のまち」
① 消防団運営事業 1,942 万円
② 消防施設（防火水槽）整備事業 766 万円
③ 消防施設（消防ポンプ車）整備事業 634 万円
④ 災害対策事業 3,360 万円
⑤ 防災訓練事業 15 万円
⑥ 防犯対策事業 704 万円
⑦ 放射線対策健康管理事業 339 万円
⑧ 福島県営農再開支援事業（改植等） 7,794 万円
⑨ ふくしまの恵み PR 支援事業（風評払拭） 375 万円
⑩ 除染対策事業（除染・仮置場管理等）56 億 6,263 万円
⑪ 域学連携集落活性化事業 17 万円
⑫ 国見町合併 60 周年記念事業 86 万円
⑬ 各種統計調査事業 540 万円
⑭ ふるさと産業祭事業 300 万円
⑮ 義経まつり事業 1,507 万円
⑯ 復興・きずなイルミネーション事業 434 万円
⑰ くにみ春のフードフェスタ事業 233 万円
⑱ 東京くにみ会交流事業 300 万円
⑲ 地方創生事業 6,119 万円
⑳ 町民相談室兼消費生活相談センター事業 374 万円
㉑ 広報広聴事業 547 万円
㉒ 庁舎維持管理事業 2,622 万円
㉓ 戸籍住民基本台帳管理事業 1,704 万円

㉔ ふるさと国見町応援寄附金（ふる
さと納税）事業 534 万円

㉕ ファイナンシャルプランナー事業 34 万円

≪平成 27 年度主な事業≫

≪財　産≫

　町の財産は、土地、建物、山林、出資金、基金、
物品等があります。平成 27 年度末の残高は次
のとおりです。
　◎土地　　：1,188,991㎡
　◎建物　　：　 61,612㎡
　◎山林　　：3,015,904㎡
　◎動産　　：渇水対策施設用送水管 7,100 ｍ
　　　　　　　及びポンプ 5 基
　◎有価証券：5,646 万円（5 件）
　◎出資金等：10 億 568 万円（21 件）
　◎物品　　：自動車 26 台、消防ポンプ車等
　　　　　　　14 台、ピアノ・彫塑等 29 台（基）
　◎債権　　：1 億 2,335 万円（奨学金貸付金
　　　　　　　等 5 債権）
　◎基金　　：19 億 7,549 万円（17 基金）

項　目 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

健全化

判断比率

実質赤字比率 － － －
連結実質赤字比率 － － －
実質公債費比率 10.0％ 8.1％ 7.0％
将来負担比率 77.4％ 75.1％ 62.3％

資金不足

比率

公共下水道事業特別会計 － － －
土地開発事業特別会計 － － －
水道事業会計 － － －

経常収支比率 79.1％ 82.6％ 82.3％
一般会計の地方債現在高 54.8 億円 58.8 億円 63.1 億円
一般会計の積立金現在高 13.9 億円 14.7 億円 13.7 億円

財政調整基金 8.3 億円 8.5 億円 8.5 億円
その他の基金 5.6 億円 6.2 億円 5.2 億円

　※赤字又は資金不足がない場合は、「－」で表しています。

≪財政状況≫
　財政状況が良好かどうかを示す指標に「健全化判断比率」と「資金不足比率」があります。国見町はい
ずれの指標も基準の範囲内となっていますが、引き続き無駄のない財政運営に努め、一層の財政健全化に
取り組んでいきます。

【
用
語
解
説
（
財
政
状
況
）】

●
実
質
赤
字
比
率
／
一
般
会

計
と
渇
水
対
策
施
設
特
別
会

計
に
係
る
赤
字
比
率

●
連
結
実
質
赤
字
比
率
／
町

の
全
て
の
会
計
（
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

を
含
め
た
赤
字
比
率

●
実
質
公
債
費
比
率
／
町
の

全
て
の
会
計
に
一
部
事
務
組

合
な
ど
の
会
計
も
含
め
た
も

の
で
、
公
債
費
の
財
政
負
担

を
見
る
た
め
の
比
率

●
将
来
負
担
比
率
／
町
の
全

て
の
会
計
、
一
部
事
務
組
合
、

第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
会
計

を
含
め
た
も
の
で
、
町
が
将

来
に
財
政
負
担
す
る
実
質
的

な
負
債
を
見
る
た
め
の
比
率

●
資
金
不
足
比
率
／
特
別
会

計
な
ど
の
事
業
の
規
模
に
対

す
る
資
金
不
足
額
の
比
率

●
経
常
収
支
比
率
／
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た

め
の
指
標
で
、
比
率
が
低
い

方
が
健
全
財
政
（
前
年
度
の

福
島
県
内
市
町
村
の
平
均
は

86
・
1
％
）

≪特別会計決算≫

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
大木戸財産区特別会計 142 万円 141 万円 1 万円
入山財産区特別会計 19 万円 16 万円 3 万円
公共下水道事業特別会計 2 億 3,637 万円 2 億 3,278 万円 359 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 1,616 万円 1 億 1,488 万円 128 万円
国民健康保険特別会計 14 億 6,100 万円 13 億 8,135 万円 7,965 万円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 10 億 6,653 万円 10 億 3,901 万円 2,752 万円
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 71 万円 71 万円 0 万円
土地開発事業特別会計 4,583 万円 4,446 万円 137 万円
渇水対策施設特別会計 785 万円 756 万円 29 万円

　国見町には 8 つの特別会計があり、各会計とも黒字決算となっています。

≪企業会計決算≫
　町が行った水の供給サービスは、経営に必要な経費を自らの収入で賄う「独立採算性」で、収益的収支
と資本的収支の 2 つに分かれています。

会計名 収入決算額 支出決算額
収益的収支 2 億 6,294 万円 2 億 2,455 万円
資本的収支 6,652 万円 1 億 2,024 万円
当期純利益　3,144 万円（税抜）
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氏　

名　
　
　

年
齢

【
男
　
性
】

遠
藤　

義
亮

102

佐
藤　

充
作

99

岡
本　

眞
策

98

岡
田　

忠
次

98

後
藤　

忠
三

97

高
野　

喜
吉

96

佐
藤　

三
郎

95

佐
藤　

庄
平

95

髙
橋　

勝
男

95

髙
橋
藤
右
エ
門

95

阿
部　

榮
作

95

熊
坂　

幸
平

94

佐
藤
徳
一
郎

94

佐
藤　

正
雄

94

佐
藤
順
之
助

94

齋
藤　

實

94

髙
橋　

芳
吉

93

鈴
木　

三
好

93

熊
坂　

一

93

中
村　

一
郎

93

渡
邊　

七
郎

93

鈴
木　

幸
雄

93

菊
地　

善
吾

93

引
地　

孝

92

平
舘　

吉
巳

92

斎
藤　

清

92

瀬
戸　

定
良

92

加
藤　

新

92

千
葉　

金
八

92

佐
藤　

徳
市

92

吉
田　

福
治

92

黒
田　

武
次

92

菅
野　

實

92

伊
東　

正

92

安
彦　

勇
吉

92

髙
橋　

貞
雄

91

吉
田　

常
作

91

鈴
木　

直
衞

91

佐
藤　

信
雄

91

松
浦　

久
一

91

佐
藤　

伸
夫

91

佐
野
今
朝
吉

91

髙
橋　

正
明

91

遠
藤　

忠
七

91

八
巻　

衛

91

横
山　

市
郎

91

【
女
　
性
】

齋
藤
ハ
ツ
ノ

104

佐
野　

裕
子

99

佐
藤
シ
ヅ
エ

99

八
島　

ヒ
デ

99

鈴
木　

あ
き

99

瀬
戸　

カ
ツ

98

佐
久
間
フ
ミ

97

石
川　

カ
ツ

97

吉
田
キ
ミ
子

97

後
藤　

マ
キ

97

佐
野　

シ
ン

96

徳
江　

キ
ヨ

96

八
巻　

チ
ヱ

96

赤
井
畑
フ
テ

96

鈴
木　

カ
ン

96

大
橋　

タ
ケ

96

大
庭
チ
ヨ
ノ

96

天
野　

フ
ミ

96

石
川　

キ
チ

96

佐
久
間
イ
ネ

95

山
本　

テ
ル

95

齋
藤　

ハ
ツ

95

千
葉
ト
リ
ヨ

95

吉
田　

シ
ゲ

95

齋
藤　

ヤ
ス

95

吉
田　

サ
ダ

95

佐
藤
ト
ヨ
子

94

髙
原
キ
ク
ヨ

94

菊
池
マ
サ
ヨ

94

鈴
木　

ノ
ブ

94

岡
田　

ヂ
ン

94

佐
藤　

ム
メ

94

蓬
田　

三
四

94

滝
川
ふ
み
子

94

鈴
木
サ
チ
子

94

浅
野　

タ
ツ

94

佐
久
間
シ
ガ

94

玉
手　

欣
子

94

松
浦
ツ
ル
ノ

94

髙
橋
ハ
ツ
エ

94

松
浦
ヒ
ロ
セ

94

後
藤　

ト
ミ

93

三
木　

ヨ
シ

93

安
藤
ミ
ツ
イ

93

中
野　

き
く

93

薄　
　

ト
メ

93

渡
邊　

フ
ミ

93

佐
久
間
文
子

93

武
田
ト
ト
ノ

93

髙
橋
マ
ツ
ヱ

93

菊
池
マ
ツ
ヨ

93

大
野
テ
ツ
イ

93

村
上　

ハ
ル

93

富
野
マ
ス
ミ

93

小
林　

テ
イ

92

黒
田
規
与
歌

92

桵
澤
タ
ケ
ヨ

92

髙
橋
ツ
ヨ
ノ

92

瀬
戸
く
に
の

92

松
浦　

セ
ツ

92

佐
藤　

ハ
ツ

92

紺
野
ト
ミ
子

92

吉
田　

ト
ミ

92

渡
邉
ア
イ
子

92

神
林
ハ
ル
コ

92

富
樫　

キ
ヨ

92

佐
藤　

シ
ゲ

92

佐
藤　

ヨ
シ

92

大
波　

キ
ミ

92

佐
久
間
ヨ
ネ

92

宍
戸　

光
子

92

八
巻　

サ
ダ

92

樋
口　

ナ
ヲ

92

高
鶴　

キ
イ

92

齊
藤
ミ
ツ
ヨ

92

渋
谷　

キ
ン

92

渡
邉
喜
美
子

92

谷
口
千
代
子

92

東
海
林
正
子

92

蓬
田
ナ
ミ
子

92

齋
藤
マ
サ
イ

92

若
林
二
三
子

91

大
石
世
久
子

91

佐
藤　

ノ
ブ

91

髙
村　

ト
メ

91

石
黒
ア
イ
子

91

松
浦　
　

信

91

松
浦　

ツ
ナ

91

佐
藤　

チ
ヨ

91

遠
藤
ト
ミ
子

91

安
孫
子
テ
ル

91

村
上　

ト
ス

91

徳
江　

の
ぶ

91

後
藤　

フ
キ

91

佐
久
間
マ
サ
コ

91

村
上　

艶
子

91

渋
谷
十
四
子

91

髙
橋
ハ
ナ
ヨ

91

松
浦　

ツ
ル

91

渋
谷
キ
ヱ
コ

91

吉
川
ミ
ツ
子

91

後
藤
ア
サ
ヲ

91

霜
山　

イ
チ

91

倉
田　

ト
キ

91

八
巻　

キ
ヨ

91

松
浦
ト
キ
子

91

佐
久
間　

淺

91

桵
澤　

ア
イ

91

※
9
月
15
日
現
在

※
国
見
の
里
入
所
者

を
除
い
て
い
ま
す
。

国
見
町
長
寿
番
付
（
敬
称
略
）

祝　国見町敬老会
　平成 28 年度敬老会が 9 月 17 日、町内 3 会場で
開催されました。
　敬老会には 75 歳以上の方が招待され、今年度
町内で対象となったのは 1,784 人でした。敬老会
の式典では、記念品贈呈や表彰などがあり、参加

者全員でお祝いしました。
　式典終了後には、各地区のみなさんが趣向を凝
らした歌や踊りなどのアトラクションを披露し、
敬老会に出席されたみなさんは楽しいひとときを
過ごしました。

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
が
所
有
す
る

旧
小
坂
村
産
業
組
合
石
蔵
が
8
月
に

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
石
蔵
の
文
化
財
プ
レ
ー
ト

除
幕
式
が
9
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
小
坂
支

店
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
は
、
太
田
久
雄
町
長
や

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
の
菅
野
孝
志
組

合
長
が
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
を
し
ま
し

た
。
太
田
町
長
は
「
貴
重
な
石
蔵
の

保
存
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

旧
小
坂
村
産
業
組
合
石
蔵
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

　「
国
見
の
た
か
ら
も
の
」
が
国
民
的
財
産
と
し
て
登
録

　

除
幕
後
に
は
、
石
蔵
の
実
測
調
査

に
携
わ
っ
た
郡
山
女
子
大
学
の
長
田

城
治
講
師
と
学
生
か
ら
、
石
蔵
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
小
坂
村
産
業
組
合
石
蔵
は
昭
和

16
年
に
米
な
ど
を
貯
蔵
す
る
た
め
に

建
築
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
石
材
の
国

見
石
を
利
用
し
た
石
蔵
と
し
て
町
内

で
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
石
蔵
の
保
存
を
進
め
な

が
ら
、
石
蔵
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

プレートを披露する関係者のみなさん

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
「
ふ
た
り
」
へ

　
国
見
町
応
援
大
使
を
委
嘱

　

国
見
町
は
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
「
ふ
た

り
」
の
石
崎
紀
彦
さ
ん
へ
国
見
町
応

援
大
使
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
は
9
月
22
日
、
義

経
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
交
付
式
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
か
ら
石
崎
さ
ん
へ
委
嘱
状
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
名
刺
、
法
被
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
ふ
た
り
」
の
石
崎
紀
彦
さ
ん
は
、

「
応
援
大
使
と
し
て
委
嘱
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
も
っ

と
全
力
で
応
援
ラ
イ
ブ
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
「
ふ
た
り
」
は
神

奈
川
県
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
国
見
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
出

来
事
を
綴
っ
た
曲
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
震
災
以
降
は
毎
年
国
見
町
で
、

復
興
支
援
ラ
イ
ブ
を
開
い
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
義
経
ま
つ
り
で
の
ラ
イ
ブ

も
「
ふ
た
り
」
の
力
強
い
歌
声
に
た

く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

委嘱状を受け取る「ふたり」石崎さん

義経まつりでのライブも盛り上がりました

石蔵内部を見学
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オ
ー
ル
国
見
で
初
戦
突
破
へ

　
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場
　

　
「
第
3
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
相

馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
チ
ー
ム
は
10
月
16

日
、
双
葉
町
と
対
戦
し
ま
す
。

今
年
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
新
し

く
な
り
、
選
手
も
気
合
十
分
で

す
。
み
ん
な
で
国
見
町
チ
ー
ム

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

阿部　倫志 佐藤　敦也 玉手　大喜 赤坂　育美 後藤佳南子 瀬戸　愛梨
阿部　裕斗 佐藤　航平 東海林　篤 阿部　楓子 後藤　穂希 髙橋　秋桜
安藤　一希 佐藤　拓也 根津　優介 安藤菜々美 小林　　瞳 高橋　美帆
岩城　直弥 佐藤　雅思 半澤　佳樹 市川　　茜 齋藤　瑠香 中澤　綾花
大槻　泰暉 佐藤　裕紀 ＢＵＩ  ＴＡＮ  ＭＩＮＨ 伊藤　瑠奈 佐久間歩美 長谷川聖華
奥村　拓也 佐藤　雄大 舟山　朋稀 井上　　藍 佐藤　亜紀 久田みつき
加藤　将晃 宍戸　典聖 松浦　　輝 遠藤　　栞 佐藤　綾香 古川ひまわり
菊地　祐河 宍戸　智幸 三木　章伍 遠藤　美希 佐藤　千紘 吉田　　愛
久保田裕紀 志村　拓海 村上　吉秀 片平　琴美 佐藤　麻菜 吉田彩矢香
栗原　大輔 鈴木　柊歩 山内　祐太 菊地　　麗 宍戸　美希 蓬田　千秋
斉藤　涼太 鈴木　貴大 山口　英人 菊地　智美 鈴木瑛梨花 渡邉　真帆
佐久間貴仁 鈴木　智大 山田　健哉 木﨑　優希 鈴木　千尋 渡辺　　結
佐久間直人 須田　大志 吉田　晟也 熊倉　　彩 鈴木満里佳
佐藤　明巳 髙橋　尚哉 男性 41 人 女性 38 人

平成 29年
国見町成人式を開催します

◆期日　平成 29 年 1 月 8 日日
◆日程【受付】午後 0 時 30 分【式典】午後 1 時 30 分
　　　  【記念パーティ】午後 2 時 40 分から午後 3 時 30 分
◆会場　観月台文化センター　ホール
◆該当者　平成 8 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた町内在住者　
                     ※町外在住者で出席を希望される方は、教育委員会生涯学習課にお申込みください。
◆内容　式典では、成人証書と記念品の贈呈があります。式典後には、記念写真撮影や記念パーティを行
　　　　う予定です。詳しくは、12 月上旬に該当者宛てに送付される案内状をご覧ください。
◆問い合わせ　生涯学習課生涯学習係　☎ 585-2676

新成人名簿

合計 79 人

位　置 氏　名
代　表 齋藤　幸男

監督兼選手 安達　雅樹
コーチ兼選手 木村　好彦
コーチ兼選手 松浦　淳一

主　将 内村　　忠
投　手 佐藤　哲也
投　手 安藤　雅規
投　手 大津　知則

位　置 氏　名
投　手 松浦　大己
投　手 千葉　春樹
捕　手 佐藤　勇輝
捕　手 渡辺　和之
内野手 阿部　修晟
内野手 齋藤　　優
内野手 佐藤　敦也
内野手 菅野　佑二
内野手 齋藤　　奨

位　置 氏　名
内野手 高橋　宏宜
内野手 徳江　勇二
内野手 松浦　達哉
外野手 安達　健人
外野手 松浦　昭太
外野手 村上　佑貴
外野手 佐藤　克美
外野手 赤坂　和則
外野手 齋藤　幸雄

出場選手　　　　（敬称略）●
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
。

→
町
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

「
し
ご
と
づ
く
り
」「
地
域
づ
く

り
」「
ひ
と
づ
く
り
」「
交
流
の

拠
点
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
人

が
主
役
で
、
地
域
に
活
力
が
あ

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を

緩
や
か
に
し
、
１
０
０
０
年
以

上
続
く
暮
ら
し
と
生
活
文
化
を

未
来
に
繋
い
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

●
道
の
駅
が
出
来
た
時
の
横
断

に
つ
い
て
、
地
下
歩
道
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
考
え
て
い
る

か
。

→
道
の
駅
へ
の
安
全
な
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
は
、
要
望
し
て
国

の
事
業
と
合
わ
せ
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

●
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ

く
る
加
工
施
設
は
上
手
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

→
保
健
所
の
許
可
を
取
り
、
製

造
し
た
6
次
化
商
品
を
販
売
で

き
る
施
設
と
し
ま
す
。
専
門
性

の
高
い
機
器
を
導
入
す
る
予
定

で
あ
り
、
機
器
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
風
評
被
害
対
策
と
し
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る

が
、
生
産
者
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
。

→
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
協
力
し

て
い
る
農
業
者
は
、
消
費
者
と

対
面
販
売
す
る
こ
と
で
自
身
の

農
産
物
の
評
価
を
直
に
感
じ
取

り
、
次
年
度
へ
の
良
質
な
農
産

物
生
産
へ
の
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
町
の
活
性
化
に
は
、
商
店
街

の
活
性
化
が
大
事
で
な
い
か
。

→
道
の
駅
、
商
店
街
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
連
携
が
町
の
活
性
化

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
商
工
会
に

は
、
意
識
の
集
約
、
出
荷
組
合

へ
の
加
入
等
に
つ
い
て
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
春
に
霊
山
で
発
生
し
た
山
火

事
を
考
え
る
と
他
の
消
防
団
と

の
連
携
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

→
白
石
市
な
ど
と
も
非
常
時
に

お
け
る
消
防
団
の
連
携
協
定
を

考
え
て
い
ま
す
。

●
こ
さ
か
ふ
る
さ
と
館
の
運
動

教
室
に
参
加
し
た
い
が
、
一
般

募
集
し
な
い
の
か
。

→
こ
さ
か
ふ
る
さ
と
館
で
は
、

要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い

方
を
対
象
と
し
て
運
動
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
運
動
教
室
は
通
い
の

場
事
業
に
移
行
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
各
地
で
立
ち
上
げ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
つ

い
て
指
導
者
は
い
る
が
、
子
ど

も
が
減
り
活
動
に
影
響
が
で
て

い
る
。

→
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て

は
、
構
成
団
員
が
少
な
い
団
体

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
、
広
域
的
な
取
り
組
み
等
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ

た
Ｊ
Ａ
小
坂
支
店
の
石
蔵
の
活

用
は
。

→
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
示
会

等
の
活
用
が
挙
が
っ
て
い
ま

す
。
所
有
者
の
Ｊ
Ａ
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
参
加
団
体
】

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
、
農
業

委
員
会
、
消
防
団
、
民
生
児
童

委
員
協
議
会
、
健
康
推
進
委
員

協
議
会
、
生
活
環
境
推
進
協
議

会
、
体
育
協
会
、
文
化
団
体
連

絡
協
議
会
、
商
工
会
、
婦
人
会

連
絡
協
議
会

″
ま
ち
〟
で
気
に
な
る
こ
と
を
町
長
と
懇
談

　「
町
長
と
対
話
の
日
」
開
催

くにみの日プレ事業「町長と対話の日」
が 8 月 20 日、国見町観月台文化センター
で開かれ、町内会長や農業関係者など各
種団体の代表が町長と直接懇談をしまし
た。懇談で出された主な内容をお知らせ
します。
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保育所や幼稚園、中学校等に
埋設保管している除去土壌等
の搬出を完了！

　町では、平成 23 年度から平成 24 年度にかけ
て保育所や幼稚園、中学校、旧小学校等の除染
を実施し、除染等で発生した除去土壌等はそれ
ぞれの施設の敷地内に埋設保管しておりました
が、9 月 30 日までに除去土壌等を掘り起し、仮
置場に搬出する作業を完了しました。

中間貯蔵施設保管場へ輸送開始！

除染の進捗状況
道路除染の実施状況についてお知らせします。（9 月 28 日現在）
１　道路除染
　　平成 28 年度は、町内全域の、88.2km を発注しており、作業終了は 22.4km（進捗率 25.4％）です。
２　水道施設の除染
　　町内の水道施設 30 箇所を発注し、作業終了は 10 箇所（進捗率 33.3％）です。

　9 月 27 日、環境省では森江野方部 2 号仮置
場（徳江字江添地内）に学校等から搬入した除
去土壌等を双葉町の中間貯蔵施設保管場へ輸送
する作業を開始しました。
　国見町からの今年度の輸送につきましては、
当初 2,500㎥の計画でありましたが、学校等で
保管していた分として 1,000㎥増え、合計 3,500
㎥の除去土壌等を 9 月末から 6 カ月程度をかけ
て輸送いたします。

復興「絆」水環境フォーラムが開催されました

　福島県主催の水環境フォーラムが 9 月 25 日、
森江野町民センターで行われました。
　獨協医科大学 RI センターの高橋克彦先生を講
師に「水道や下水に含まれる放射性物質は安全
か？」というテーマで講演が行われました。
　また、健康体操の講習もあり、参加者は安心・
安全と健康について理解を深めました。

・代表者　菅野　英子
・活動日　毎週水曜日
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 5 人
・会　費　 1,000 円 / 月 
・連絡先　☎ 585-4005

−プロフィール−

VOL.61

若柳会　国見教室

の
ゆ
か
た
ざ
ら
い
、
町
文
化
祭

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
区
講　
　
　
　
　

習
会
に
も
参
加
し
、
舞
踊
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
平
成
26

年
に
は
、
福
島
市
公
会
堂
で
直

派
若
柳
流
の
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
公
会
堂
と
い
う
大
き

な
舞
台
で
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

日
本
舞
踊
だ
け
で
な
く
日
本

の
伝
統
芸
能
の
世
界
で
は
、
現

在
若
い
人
が
少
な
く
、
後
継
者

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
舞
踊
は
年
齢
を

問
わ
ず
、
ゆ
か
た
さ
え
あ
れ
ば

誰
で
も
気
軽
に
は
じ
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
育
て
が
終
わ

っ
て
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始

め
て
み
た
い
け
れ
ど
、
何
を
し

よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
が
い
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
心
者
で
も
、
先
生
が
個
人
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
指

導
し
て
く
れ
る
の
で
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
舞
踊

は
頭
も
体
も
使
う
の
で
、
健
康

に
も
お
す
す
め
で
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
「
若
柳
会
」
は
平
成
2
年
に

結
成
さ
れ
た
日
本
舞
踊
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。

　
「
若
柳
会
」
の
活
動
は
、
毎

週
水
曜
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
各
種
発
表
会
へ
向
け

て
踊
り
の
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
福
島
市
の
若
柳
松
寿
郎
先

生
の
指
導
の
も
と
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
会
員
み
ん
な

で
楽
し
く
踊
り
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
先
生
か
ら
は

指
先
や
足
の
動
き
、視
線
な
ど
、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
春
の
お
さ
ら
い
会
と
夏

くにみ幼稚園

大沼　蓮 佐藤　葵

佐藤　大智

紺野　翔
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最優秀賞を受賞した阿部さん（左から 2 人目）

寄附を手渡す川見さん（中央）と赤坂さん（右）

スタントマンが交通事故を再現

ももたん広場だいすき！

自転車事故の恐ろしさを再現
　県北中で交通安全教室

太田町長から金色有功章を受け取る鈴木さん

献血に多大な貢献
　日本赤十字社より金色有功章
　献血に 100 回協力いただいた鈴木茂さん（川内）に日本赤
十字社より金色有功章と感謝状が贈られ、伝達式が 9 月 2 日、
国見町役場で行われました。
　伝達式では太田久雄町長から金色有功章が鈴木さんへ手渡
されました。鈴木さんは「これからも協力していきたいです」
と話されていました。

英語弁論大会で県大会出場
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

復興支援のため
　川見会・桜カラオケ愛好会から寄附
　第 6 回桜歌謡祭を主催した川見会と桜カラオケ愛好会は 9
月 7 日、町と岩手県豪雨災害の復興支援に役立ててほしいと
の目的で、寄附をされました。
　贈呈式では、主催者の川見金吉さんと赤坂正勝さんが太田
久雄町長へ寄附金を手渡しました。寄附金は 9 月 4 日に開催
された桜歌謡祭でのチャリティー募金で集まったものです。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 9 月 7 日、県北中学校で行われました。
　交付式では、伊達地区中学校英語弁論大会創作の部で最優
秀賞を受賞した阿部申太郎さん（中 3）へ岡崎忠昭教育長から
奨励金が手渡されました。阿部さんは昨年に続き、伊達地区
代表として県大会へ出場しました。

　JA ふくしま未来、JA 共済連福島、県警本部主催の交通安全
教室が 9 月 2 日、県北中学校で行われました。
　教室では、スタントマンが自転車と車が衝突する事故など
を実際に再現しました。事故の恐ろしさを目の前で体験した
生徒のみなさんは、自転車を乗る際には交通ルールを守るこ
とを改めて誓いました。

みなさんに愛され
　くにみももたん広場オープン 3周年
　くにみももたん広場がオープンから 3 周年を迎え、9 月 5 日、
記念セレモニーが行われました。
　セレモニーでは 3 周年を記念して、太田久雄町長からくに
み幼稚園の代表園児に記念品が贈られました。セレモニー後
にはお楽しみ会も行われ、来場した子どもたちは宝探しゲー
ムを楽しみました。

　秋の交通安全運動の出動式が 9 月 20 日、福島北警察署桑折
分庁舎で行われました。
　期間中は、交通安全協会や交通安全母の会のみなさんによ
る街頭啓発が県北中学校などで行われました。また、国見小 6
年生が警察車両や広報車が巡回時に放送する音源のアナウン
スを担当し、交通安全を呼びかけました。

「準備よし！あなたを守る反射材」
　秋の全国交通安全運動

夕暮れ時や夜間の交通安全を呼びかけました

　国見町中尊寺蓮育成会（氏家博昭会長）による絵画コンクー
ルの表彰式が 9 月 18 日、観月台文化センターで行われました。
　町内外から 4 部門に 177 点の応募があり、最優秀賞・優秀賞・
佳作の各作品が表彰されました。今年もたくさんの人に安ら
ぎをもたらした美しい蓮が、コンクール作品によって再現さ
れました。

国見町に咲く
　中尊寺蓮絵画コンクール表彰式

最後まで粘り強く戦った国見町チーム

各部門の最優秀賞（町長賞）受賞者

受賞を報告する黒田さん親子

農業発展のために尽力
　第 57回福島県農業賞受賞を報告
　黒田武さん（泉田）が県農業賞を受賞し 9 月 9 日、太田久
雄町長へ受賞を報告しました。
　県農業賞は農業振興のため経営改善などに取り組み、実績
を上げた農業者を表彰するものです。町内で果樹などを生産
している黒田さんは、リンゴの食味を重視した栽培に取り組
んでおり、その功績が認められての受賞となりました。

来年へのリベンジ誓う
　第 10回市町村対抗福島県軟式野球大会
　市町村対抗軟式野球大会の第 1 回戦が 9 月 17 日、しらさ
わグリーンパークで行われ、国見町は中島村と対戦しました。
当日は大勢の応援団が駆けつけ、選手にエールを送りました。
国見町チームは若手の主力で臨みましたが、好機を作るもあ
と一本が出ず、0 対 6 で惜敗となりました。選手のみなさんは
この悔しさを胸に来年へのリベンジに燃えていました。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 9 月 29 日、観月台文化センターで行われました。
　交付式では、福島県高等学校新人陸上競技大会陸上女子
1,500 ｍで 4 位、3,000m で 3 位に入賞した髙橋香澄さん（高
2）へ岡崎忠昭教育長から奨励金が手渡されました。髙橋さん
は山形県天童市で開催される東北大会へ出場します。

陸上で東北大会出場
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

東北大会へ出場する髙橋さん（右）
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 28 年 8 月生まれ）
・9 か月児（平成 28 年 2 月生まれ）

12 月 22 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

12 月 14 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 1 歳 6か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 27 年   3 月   1 日から
平成 27 年   5 月 31 日生まれの幼児

12 月 1 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

「生涯骨太クッキング」参加者募集！

　国見町食生活改善推進員協議会では、将来寝たきりにならない・骨折しないための元気なからだづ
くりを目指して講習会を開催します。ぜひご参加ください。

　日　時：11 月 22 日火　午前 9 時 30 分から午後 1 時
　場　所：観月台文化センター　栄養指導室
　内　容：講話と調理実習（チーズ入り蒸し寿司、ポークピカタ、ポテトのサラダなど）
　定　員：先着 25 人
　参加費：無料
　持ち物：エプロン・三角巾・筆記用具
　申込先：11 月 11 日まで保健福祉課保健係へ申込みください。

◆問い合わせ　保健福祉課保健係　☎ 585-2783

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

10 月中旬に返信用封筒を送付しますのでご確認ください。

◆回収は、ガラスバッジのみです。
◆学校等での回収は行いません。保健福祉課まで届くよう、郵送又は持参してください。

　測定結果や結果報告の送付等が遅れる場合がありますので、上記回収日の提出にご協力ください。

ガラスバッジ回収のお知らせ

健
けんこう

口キッズ
　9 月 15 日に実施した 3 歳 6 カ月
児健診で、むし歯が 1 本もなかった
お子さんたちです。

回収日は   10 月 31 日月　です。

寺
て ら し ま ひ な

島陽愛ちゃん 髙
た か は し ゆ う

橋由宇ちゃん

安
あんどう

藤　禅
ぜん

ちゃん 金
かなざわあんじゅ

澤杏樹ちゃん 髙
た か は し は る き

橋陽樹ちゃん 横
よ こ は ま ゆ い が

濱結芽ちゃん

阿
あ べ ゆ う と

部悠人ちゃん 菊
き く ち い お り

地伊織ちゃん
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平
成
29
年
度
く
に
み
幼

稚
園
・
藤
田
保
育
所
の

入
園
・
入
所
児
を
募
集

し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
く

に
み
幼
稚
園
、
藤
田
保
育
所
の

入
園
、
入
所
児
童
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各

施
設
の
事
業
内
容
、
申
込
み
方

法
な
ど
を
確
認
し
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
幼
児
教
育
課
幼
児
教
育
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
９

お
知
ら
せ

名称 くにみ幼稚園 藤田保育所

目的
 学校教育法に基づき、幼児を保育し、心
 身の発達を助長することを目的とする施
 設。

 児童福祉法に基づき、保護者の就労等で保
 育を必要とする乳幼児を保育することを目
 的とする施設。

所在地 国見町大字森山字太田川 36 国見町大字山崎字舘東 12

対象年齢
3 歳児から 5 歳児

（平成 23 年 4 月 2 日から平成 26 年 4 月 1
  日生まれ）

0 歳児（生後 2 カ月後）から 2 歳児
　　（平成 26 年 4 月 2 日以降生まれ）

※ 3 歳児から 5 歳児は要相談

支給認定区分 1 号認定（教育標準時間） 2 号・3 号認定（保育標準時間・短時間）
対象地区 町内全地区 町内全地区

開園（所）日及び時間

月曜日から金曜日
午前 8 時 10 分から午後 1 時 30 分

( 祝祭日、年末年始を除く。夏・冬・春休み有 )
※預かり保育を実施しています。

（別途申込み要）

月曜日から土曜日
午前 7 時 30 分から午後 6 時 30 分

（祝祭日、年末年始を除く）
※延長保育を実施しています。

（別途申込み要）

保育料

所得状況等に応じて月額 0 ～ 5,700 円
（保育料の他に教材費、給食費等

月額 5,000 円～ 6,000 円程度）
※預かり保育利用料別途

所得状況等に応じて月額 0 ～ 35,000 円
（給食費を含む）
※延長保育料別途

申込み期間
11 月 1 日火から 11 月 11 日金　（土日・祝祭日を除く）

　詳細については、各施設の平成 29 年度募集要項をご覧ください。
　募集要項は、次の問い合わせ先にあります。

申込み・問い合わせ
国見町教育委員会幼児教育課
                              ☎ 585-2119
くにみ幼稚園　☎ 585-2882

国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　☎ 585-2119
藤田保育所　☎ 585-2374

平成 29 年度　各施設の入園・入所案内

「心配ごと相談」
  　 開催日　  11 月 10 日木、24 日木

   　時　間 　 午前 9 時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　11 月 15 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

11 月の
相談会

団
結
力
で
つ
な
ぐ
　

国
見
の
復
興
・
絆
の
タ
ス
キ

第
40
回
記
念
国
見
町
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会
出

場
チ
ー
ム
大
募
集
！

▼
日
時　

11
月
3
日
木
午
前
9

時
ス
タ
ー
ト

▼
会
場　

上
野
台
運
動
公
園
総

合
運
動
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

▼
コ
ー
ス　

8
区
間
19
・
0
㎞

1
区
：
2
・
1
㎞
（
石
母

田
）、
2
区
：
3
・
1
㎞
（
小

坂
）、
3
区
：
2
・
4
㎞
（
観

月
台
）、
4
区
：
1
・
8
㎞
（
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｃ
：
女
子
区
間
）、
5
区
：

2
・
3
㎞
（
森
江
野
）、
6
区
：

2
・
3
㎞
（
大
枝
）、
7
区
：

2
・
7
㎞
（
大
木
戸
）、
8
区
：

2
・
3
㎞
（
上
野
台
）

▼
申
込
み　

10
月
17
日
月
ま
で

　

コ
ー
ス
図
・
申
込
用
紙
は
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
参
加
資
格
は

中
学
生
以
上
で
旧
小
学
校
区
単

位
や
町
内
職
域
な
ど
で
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
申
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ

係☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

農業委員会からの
お知らせ

　10 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。
　◆日　時　10 月 18 日火　
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場 3 階委員会室
　
なお、10 月から農業委員会総会開催
時期等が次のとおり変更となります。

・農業委員会総会　毎月 20 日前後
　　　　　　　　　⇒毎月 15 日前後

・農地賃貸借等の申請　毎月 10 日まで
　　　　　　　　　　⇒毎月 1 日まで
◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　☎ 585-2890

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　

行
政
相
談
委
員
の
羽
根
田

ヒ
サ
さ
ん
が
役
所
（
国
・
県
・

町
）
の
仕
事
に
関
し
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
心
配
ご
と
、
分

か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
普
段
は
電
話
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
行
政

相
談
週
間
（
10
月
17
日
月
か
ら

10
月
23
日
日
）
に
合
わ
せ
て
特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

今
年
の
相
談
所
も
、
人
権
相

談
を
受
け
て
い
る
「
人
権
擁
護

委
員
」、
町
が
開
設
し
て
い
る

「
町
民
相
談
室
」
と
の
合
同
で

行
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

10
月
19
日
水
午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時

▼
会
場　

国
見
町
役
場
1
階
多

目
的
ル
ー
ム

問
総
務
課
庶
務
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
１

第
2
回
家
族
介
護
教
室

　

町
で
は
「
体
に
や
さ
し
い
介

護
の
コ
ツ
～
負
担
の
少
な
い
介

護
技
術
を
学
ぼ
う
～
」
を
テ
ー

マ
に
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
保

健
福
祉
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

10
月
24
日
月
午
後
2

時
か
ら
午
後
3
時
30
分

▼
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
国
見
の
里

▼
定
員　

15
人

▼
講
師　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
国
見
の
里　

林
勝
博
介
護
福

祉
士

▼
持
ち
物　

上
履
き

▼
申
込
み　

保
健
福
祉
課
長
寿

介
護
係
ま
で

問
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
５
８
５
‐
２
１
２
５

第
2
回
鹿
島
神
社
例
大

祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　

10
月
20
日
木
か
ら
10
月
22
日

土
に
か
け
て
行
わ
れ
る
鹿
島
神

社
例
大
祭
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
か
ら
後

日
、最
優
秀
賞（
賞
金
1
万
円
）、

優
秀
賞
（
賞
金
5
千
円
）
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

1
人
3
点
ま

で
。
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
）
と

写
真
（
四
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四

切
、
Ａ
４
版
）
に
作
品
タ
イ
ト

ル
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
載
し
た
任
意
の
用
紙
を
添

付
し
て
、
11
月
11
日
ま
で
提
出

（
当
日
消
印
有
効
、
郵
送
の
み

受
付
）

▼
応
募
先　

〒
９
６
９
‐

１
７
６
１　

国
見
町
大
字
藤
田

字
南
45
‐
6　

後
藤
写
真
館
内　

鹿
島
神
社
フ
ォ
ト
コ
ン
事
務
局　

宛問
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

後
藤

☎
０
８
０
‐
１
８
３
５
‐

４
０
０
３

くらしの情報

労
使
困
り
ご
と
相
談
窓
口

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
賃

金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
相
談
は
、
平
日
の
面

談
や
電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
５
２
１
‐
７
５
９
４
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くらしの情報

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、 

不
正

軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で

あ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る

目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ

る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽

油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て

販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な

脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染

や
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、 

公

正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
更
に

は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い•

売
ら
な
い•

買
わ
な
い•

使
わ

な
い
。」 

不
正
軽
油
の
防
止•

撲
滅
に
は
、
県
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
情
報

提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
庁

税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部 

☎
５
２
１
‐
２
６
９
９

ふ
く
し
ま
障
が
い
者
就

職
面
接
会

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
が

い
者
の
み
な
さ
ん
、
採
用
担
当

者
と
直
接
面
談
で
き
る
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
19
日
水
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

4
階

▼
参
加
事
業
所　

30
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
専
門

援
助
部
門
（
障
が
い
者
担
当
）

☎
５
３
４
‐
４
１
２
１

新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会

　

新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
28
日
金
午
後
1

時
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

4
階

▼
対
象
者　

平
成
29
年
3
月
卒

業
予
定
で
地
元
企
業
へ
就
職
を

希
望
す
る
高
校
生
お
よ
び
高
校

既
卒
者
（
卒
業
後
概
ね
3
年
以

内
）

▼
参
加
企
業　

35
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
福
島

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
５
２
９
‐
７
６
４
９

「
介
護
就
職
デ
イ
」
福

祉
関
係
合
同
面
接
会

　

福
祉
（
介
護
・
保
育
）
関
係

職
種
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る

方
を
対
象
と
し
た
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
の
採
用
担
当

者
と
面
接
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
10
日
木
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
1
階
ス
ク
エ
ア
ル
ー
ム

▼
参
加
事
業
所　

32
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

☎
５
３
４
‐
４
１
２
４

福
島
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

1
日
か
ら
７
２
６
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
年
齢
や

パ
ー
ト
・
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
働
き
方
の
違
い
に
か
か
わ
ら

国見町長選挙 は 11 月 13 日日です
町の復興・再生のための大変重要な選挙です。

投票に行きましょう！

　告示日　11 月   8 日火

　投票日　11 月 13 日日

立候補予定者説明会
・場所　国見町役場　2 階　大会議室
・日時　10 月 18 日火午前 10 時

【期日前投票・不在者投票】

投票日当日に都合の悪い方は、告示日の翌日から
期日前投票・不在者投票を行うことができます。
　期間　11 月 9 日水から 11 月 12 日土まで
　時間　午前 8 時 30 分から午後 8 時まで
　場所　観月台文化センター　１階　多目的スペース
問国見町選挙管理委員会　☎ 585-2112

　

　　
　　人口　　  9,545 人　（△ 11）
　　  男　　    4,589 人　（△ 3）
     　 女　         4,956 人　（△ 8）　
　    世帯　  　3,426 世帯（+3）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 8 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 10 月 13 日、20 日、27 日
　　　　　　　　     11 月 10 日、  17 日、24 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
8 月 21 日～ 9 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

鈴木　絢
け ん と

人ちゃん
広人さん　望さん （ 滝 山 ）

くらしの情報

佐藤　勝一さん 90 （ 前 田 ）
若林　幸雄さん 66 （ 泉 田 中 ）
大沼　ヂンさん 94 （ 貝 田 ）
佐藤　ツイさん 92 （藤田宮前）
髙橋　　茂さん 75 （山崎耕谷）
阿部　キヌさん 91 （ 第 ３ ）
仲野みよしさん 87 （ 泉 田 上 ）
髙橋　昭子さん 89 （ 鳥 取 ）
松浦　誠二さん 94 （ 大 木 戸 ）

ず
、
す
べ
て
の
働
く
人
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
４

調
停
相
談
会
の
開
催

　

福
島
調
停
協
会
は
、
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
会

で
は
、
裁
判
所
で
実
際
に
調
停

に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が

相
談
に
当
た
り
ま
す
。
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
3
日
木
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
（
午
後
4
時

30
分
受
付
終
了
）

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

3
階
企
画
展
示
室

▼
相
談
内
容　

離
婚
、
相
続
・

遺
産
分
割
、
扶
養
等
家
庭
内
の

問
題
、
借
金
問
題
、
土
地
・
建

物
の
紛
争
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
等
の
問
題
な
ど

▼
そ
の
他　

参
加
費
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総

務
課

☎
５
３
４
‐
２
１
９
４

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
一
般
入
学
試
験

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
3

校
（
郡
山
・
会
津
・
浜
）
で
は
、

平
成
29
年
度
生
の
入
学
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

安藤　唯
ゆ い と

斗ちゃん
春樹さん　菜々美さん（ 大 坂 ）

は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
2
年
間
の
高
度
な
職
業
訓

練
を
実
施
す
る
公
共
職
業
能
力

開
発
施
設
で
す
。
卒
業
生
の
就

職
率
は
１
０
０
％
で
す
。 

　

出
身
学
科
を
問
わ
ず
、
機
械

系
、
電
気
電
子
系
・
建
築
系
・

観
光
系
な
ど
の
福
島
県
内
で
求

め
ら
れ
る
技
術
技
能
を
習
得
す

る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
般
入
学
試
験
出
願
期
間　

10
月
28
日
金
か
ら
11
月
4
日
金

ま
で

▼
一
般
入
学
試
験
日　

11
月
11

日
金

問
福
島
県
庁
産
業
人
材
育
成
課

☎
５
２
１
‐
７
８
２
９
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行事のお知らせ

どっちの足から？

解説いただいた井実先生

伝
統
芸
能
を
体
験

　
子
ど
も
太
々
神
楽
教
室

　

町
民
講
座
・
県
民
カ
レ
ッ
ジ

連
携
講
座
「
源
氏
物
語
」
が
7

月
30
日
か
ら
3
回
に
わ
た
り
、

古
典
鑑
賞
会
（
高
橋
幸
子
会

長
）
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

井い
じ
つ
み
ち
ふ
み

実
充
史
教
授
（
福
島
大
学

人
間
発
達
文
化
学
類
）
を
講
師

に
、
町
内
外
か
ら
47
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
井
実
先
生
か
ら
は

「
光
源
氏
が
愛
し
た
姫
君
た
ち
」

と
題
し
て
、
世
界
最
古
の
長
編

物
語
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

　

子
ど
も
太
々
神
楽
教
室
が
9

月
3
日
、
内
谷
春
日
神
社
境
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽
保

存
会
（
佐
藤
清
二
会
長
）
と
の

連
携
講
座
で
、
小
学
生
4
人
が

伝
統
芸
能
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽
保

存
会
は
、
町
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
、
伝
統
芸
能
の

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
町
内
全
域
を
対
象
に

子
ど
も
た
ち
の
体
験
教
室
を

行
っ
て
お
り
、
神
楽
の
舞
や
太

鼓
な
ど
を
指
導
し
て
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
教
室
生
は
、
舞
の

練
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
「
右

足
？
左
足
？
」
と
細
か
い
動
き

に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
教
室

は
10
月
末
ま
で
9
回
予
定
し
て

お
り
、
町
文
化
祭
や
産
業
祭
な

ど
で
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

平
安
時
代
の
長
編
物
語

　「
源
氏
物
語
」
を
読
む

10 月 8 日 土 国見っ子わんぱく広場
                みみずく　おはなし会

国見ジュニア応援団
子ども太々神楽教室⑥
子ども和楽器体験教室③

9 日 日 くにみ演歌まつり
10 日 月 中高年登山「栗駒山」
11 日 火 子ども移動図書館（1 年生）
15 日 土 子ども太々神楽教室⑦

市町村対抗ソフトボール
大会開会式

16 日 日 市町村対抗ソフトボール　
（国見町チーム出場）

17 日 月 子ども移動図書館（3 年生）
18 日 火 ３学級合同学習
19 日 水 子ども移動図書館（2 年生）
21 日 金 国見ジュニア応援団
22 日 土 子ども太々神楽教室⑧

子ども司書講座⑤
24 日 月 子ども移動図書館（1 年生）
26 日 水 くにみ女性教室
27 日 木 ブックスタート
28 日 金 家庭教育講座
29 日 土 子ども太々神楽教室⑨

子ども和楽器体験教室④
30 日 日 国見町文化祭（芸能発表）

11 月 3 日 木 町内一周駅伝
5 日 土 国見町文化祭（作品展示）

（～ 6 日まで）
7 日 月 休館日
8 日 火 子ども移動図書館（3 年生）

次は太鼓の練習

時
の
男
女
の
人
間
模
様
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
話
い
た

だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
和
楽
器
体
験
教
室
が

9
月
3
日
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
楽
器
を
体
験
し
、
伝
統
文

化
を
身
近
に
親
し
む
た
め
、
古

典
鑑
賞
会
（
高
橋
幸
子
会
長
）

と
の
連
携
講
座
で
小
中
学
生
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
箏
や
三
味
線
に
緊

張
し
な
が
ら
も
、
参
加
者
は
熱

心
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
教

室
は
1
月
末
ま
で
12
回
を
予
定

し
、「
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

さくら～♪

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
35
回
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
▼
三
位　

Ｔ
．
イ
ー
グ
ル
ス【
剣
道
団
体
】

▼
優
勝　

佑
武
館
【
剣
道
個

人
・
6
段
以
上
】
▼
優
勝　

朝

内
尚
光
▼
三
位　

奥
寺
良
【
剣

道
個
人
・
5
段
以
下
】
▼
準
優

勝　

佐
藤
庄
一
▼
三
位　

齋
藤

和
宏
【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
団

体
】
▼
三
位　

国
見
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ク
ラ
ブ
Ａ
【
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
】
▼
準
優
勝　

ラ
フ
ラ

古
典
芸
能
に
触
れ
る

　
子
ど
も
和
楽
器
体
験
教
室

ン
ス
【
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
団
体
】

▼
準
優
勝　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
く

に
み

第
51
回
国
見
町
・
桑
折
町
青
少

年
健
全
育
成
剣
道
大
会

【
団
体
・
小
学
生
】
▼
優
勝　

国
見
町
Ｂ
▼
準
優
勝　

国
見
町

Ｃ
▼
三
位　

国
見
町
Ｆ
【
団

体
・
中
学
生
】
▼
優
勝　

国
見

町
Ａ
▼
準
優
勝　

国
見
町
Ｂ
▼

三
位　

国
見
町
Ｃ
【
個
人
・
初

級
】
▼
優
勝　

朝
内
佑
光
▼
準

優
勝　

村
木
知
温
▼
三
位　

渡

邉
匠
胤
【
個
人
・
小
学
生
低
学

年
】
▼
優
勝　

加
藤
大
悟
▼
準

優
勝　

朝
内
希
美
▼
三
位　

朝

内
佑
光
、
後
藤
絢
【
個
人
・
小

学
生
高
学
年
】
▼
優
勝　

佐
藤

陽
生
▼
準
優
勝　

石
田
聖
虎
▼

三
位　

石
田
聖
奈
、斎
藤
翔【
個

人
・
中
学
生
】
▼
優
勝　

菊
池

拓
実
▼
準
優
勝　

斎
藤
拓
▼
三

位　

佐
藤
大
斗
、福
地
美
穂【
敢

闘
賞
・
小
学
校
低
学
年
】
志
賀

元
徳
、
戸
田
優
希
【
敢
闘
賞
・

小
学
校
高
学
年
】
佐
藤
瑠
音

宝くじ文化公演
デビュー 50 周年記念

森山良子
コンサートツアー 2016-2017

～ Touch me…～
アコースティックバージョン

◆日時　11 月 30 日水午後 6 時 30 分開演
　　　　　　　　　　午後 6 時開場
◆会場　観月台文化センターホール
◆問い合わせ　観月台文化センター　
　　　　　　　☎ 585-2676

国見町文化の祭典！

第 45 回国見町文化祭
【音楽芸能発表会】

◆日時　10 月 30 日日開会式：午前 9 時
　　　　　　　　　　開演：午前 9 時 15 分
◆会場　観月台文化センターホール

【総合展示会】
◆日時　11 月 5 日土午前 9 時から
　　　　　　　　　  午後 4 時 30 分
       　      11 月 6 日日午前 9 時から
　　　　  　　　　　午後 3 時 30 分
◆会場　観月台文化センター体育館ほか

※チケットは完売しました。

sold
out
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

放送日 放　送　内　容

10/14 「新！○○」

放送日 放　送　内　容

10/21 「秋の風物詩パート 1」

10/28 「秋の風物詩パート 2」

11/4 「秋の楽しみと言えば？」

今年も義経まつりが盛大に開催
されました。途中から雨が降っ
てしまい、雨の中での義経公
行列となってしまいましたが、
県内外からたくさんの人に来場
いただきました。ありがとうご
ざいました。佐野岳さんは驚く
ほど小顔でした！！ （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ10月

日 月 火 水 木 金 土
7 8

・広報くにみ 
10月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場

・国見ジュニア 
応援団

9 10 11 12 13 14 15
・くにみ演歌まつり 体育の日

・中高年登山 
「栗駒山」

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・9（午後1時半～）

・国見小学校学習
発表会

・市町村対抗ソフト
ボール大会開会式

16 17 18 19 20 21 22
・県北中学校柏葉祭
・市町村対抗ソフト

ボール（国見町チー
ム出場）

・いきいきサロン
山崎（午前11時～）
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・3学級合同学習
・いきいきサロン

德北・第7 
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・行政相談
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午前10時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
第2（午前10時～）

・国見ジュニア応
援団

・いきいきサロン
大木戸（午前10時～）

・くにみ市場

23 24 25 26 27 28 29
・食の安全・安心

講演会
・食の文化祭

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）

・幼小中一貫事業
・いきいきサロン

石母田（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

貝田（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診3・9か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・就学時健診
・家庭教育講座
・いきいきサロン

源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

30 31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5
・個人番号カード交付

臨時窓口（午前8時
半～午後4時半）

・小型家電リサイクル
特別回収日（午前8
時半～午後5時）

・国見町文化祭 
（芸能発表）

・税金等納期限
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・いきいきサロン
高城（午前11時～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取 

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）

文化の日
・町内一周駅伝大会

・いきいきサロン
第4（午前10時～）

・くにみ産業祭
・国見町文化祭 
（作品展示）

11/6 11/7 11/8 11/9 11/10 11/11 11/12
・くにみ産業祭
・国見町文化祭 
（作品展示）

・観月台文化 
センター休館日

・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・広報くにみ 
11月号発行日

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

第3（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン

第8・9（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場

・少年仲間づくり
教室


